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第二分科会 導入レクチャー「評価とは何か」 

小湊卓夫（九州大学） 

関隆宏（新潟大学）  

はじめに 

ねらい：評価の発想法を体感する 

評価におけるスキルは種々あるが、最も重要なのは基本的発想をしっかり持つ

こと。それが無いと、スキルを使いこなせないばかりか、評価作業が場当たり

的（評価自体が目的化し評価疲れを招く）になる。 

 

１．何のために評価を行うのか 

1991 年設置基準の大綱化以降、大学教育における文部省の細かな管理は廃止され、大学

の裁量が増えた＝大学における自己点検・評価が求められるようになる 

2004 年国立大学が法人化されたことに併せ法人評価制度が整備される。また全大学が受

審する認証評価制度も整備され、事前規制から事後チェックへと方針が転換される。 

 

では、何のために評価を行うのか。品質管理を促進する、評価委員の質問に対して準備

を行う、等多様な目的が存在するが、現在の日本の評価制度における認証評価と法人評価

では主に下記の目的に基づいて評価が行われている 

 認証評価 法人評価 

質保証 ○ ― 

質の改善・向上 ○ ○ 

説明責任（アカウンタビリティ） ○ ○ 

 

 評価業務を行うに当たって最も意識しておきたい理念 

 支援的であること：査定ではなく、質の維持向上のための手がかりを提供する＝改善

志向 

 評価には説明責任(accountability)と改善（improvement)の２つの目的がある 

 説明責任：教育・研究活動等の目的や特徴、成果を示すこと 

 改善：大学内での課題を抽出し改善策を考える手がかりを示すこと 

 非排除・双方向的であること：評価対象者との密な対話と信頼構築 

 目的を共有する 

 教職員とのコミュニケーションにおいて教育・研究等の状況を把握し信頼関係を

構築する 

 明示的であること：作文ではなく根拠に基づいた評価とプロセスの透明化 

 改善を指向するためには誠実な自己点検が必要 

 現状を把握し共有するために多様なデータに基づいた活動の根拠を示す 
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２．大学評価の観点：実際の取組を様々な角度から評価するのに必要な観点 

基本的な目標に対し、インプット、アウトプット、プロセス、アウトカムの観点から取組

の現状を把握し点検する 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価書を読む上でのチェックポイント 

1. 記述・表現が計画や目標に対して明確か？ 

2. 計画や目標の説明に具体性があるか？ 

3. 計画や目標に対しデータは適切に使われているか 

4. 評価の基準や観点の捉え方、取組の計画そのものに問題は無いか？ 

→これからの作業：以上の１～３を踏まえて実例を吟味し、その結果を発表してよりよ

い評価書作成の勘所をつかむ 

目的 

インプット 

大学の諸活動 

プロセス 

アウトプット 

アウトカム 


